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客単価３０００円超す業態好調各社、出店加速し収益力向上

  居酒屋チェーンの間で、客単価が３０００円と、一般的な店（２５００～２７００円程度）よりやや高い業態を強化する動きが相次いでいる。

  食材の価格上昇が続く中で、収益力の向上にもつながるためだ。

  食材の自社生産や契約先を拡充する動きが目立ってきている。

  居酒屋チェーン「塚田農場」は自社の養鶏場で育てた地鶏などを使った料理を特徴としており、客単価は４０００円程度となっている。

  チムニーは５月にシャモ料理店を始めた。同じく客単価は４０００円程度。契約農家から直接仕入れを行っている。

  モンテローザの「山内農場」を含め自社農場や契約農家から直接仕入の「安心感」などからやや高めの価格設定でも幅広い支持がある

  食材コストの上昇などで飲食業界全体の収益環境がなかなか改善されないなか「稼げる店」が一段と広がっていく可能性もある。

                （日経ＭＪ）

士
魂
商
才
の
経
営
者
／
出
光
佐
三
語
録

④
肉
親
と
変
わ
ら
ぬ
情
愛

｢海賊とよばれた男｣のモデル

減
反
の
対
象
か
ら
除
外

酒
米
増
産
、
産
地
沸
く

 
 

日
本
酒
の
原
料
と
な
る
酒
造
好
適

米
（
酒
米
）
の
産
地
で
、
増
産
の
動

き
が
出
始
め
た
。
農
林
水
産
省
が
２

０
１
４
年
度
以
降
、
酒
米
を
生
産
調

整
（
減
反
）
の
対
象
か
ら
外
す
方
針

を
示
し
た
こ
と
や
、
和
食
の
ユ
ネ
ス

コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
な
ど
で
、
酒

米
を
多
く
必
要
と
す
る
高
級
日
本
酒

の
人
気
が
国
内
外
で
高
ま
っ
て
き
た

こ
と
な
ど
が
背
景
に
あ
る
。

 
 

酒
米
の
人
気
品
種
「
山
田
錦
」
の

全
国
出
荷
量
の
８
割
を
占
め
る
兵
庫

県
は
昨
年
７
月
、
生
産
地
の
市
町
、

Ｊ
Ａ
な
ど
と
と
も
に
「
県
産
山
田
錦

増
産
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
作

っ
た
。
今
年
１
月
か
ら
、
農
家
に
増

産
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
県
農
産
園

芸
課
の
小
林
哲
也
さ
ん
は
「
昨
年
ま

で
は
酒
造
会
社
が
求
め
る
量
を
生
産

で
き
な
か
っ
た
が
、
今
年
は
応
え
た

い
」
と
話
す
。

 
 

酒
米
を
思
う
よ
う
に
作
れ
な
か
っ

た
背
景
に
は
、
減
反
が
あ
る
。
米
の

値
崩
れ
を
防
ぐ
た
め
、
国
が
全
国
の

生
産
量
を
調
整
す
る
仕
組
み
で
、
対

象
は
主
食
用
の
う
る
ち
米
と
酒
米
。

１
９
７
０
年
度
に
始
ま
っ
た
。

 
 

し
か
し
、
環
太
平
洋
経
済
連
携
協

定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
交
渉
妥
結
に
備
え
、

国
は
昨
年
、
安
価
な
海
外
産
米
と
の

競
争
に
勝
て
る
よ
う
、
18
年
度
に
廃

止
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
同
省
は
さ

ら
に
、
農
家
が
酒
造
会
社
の
必
要
と

す
る
量
を
供
給
す
る
場
合
、
生
産
が

許
さ
れ
た
枠
を
超
え
て
酒
米
を
作
る

こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
を
14
年
度
か

ら
設
け
る
こ
と
も
決
め
た
。
兵
庫
県

が
チ
ー
ム
を
発
足
さ
せ
た
の
は
、
こ

の
た
め
だ
。

 
 

同
省
の
農
産
物
検
査
を
受
け
た
酒

米
は
、
７
万
６
８
０
０
ト
ン
だ
っ
た

08
年
以
降
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
が
、

11
年
か
ら
増
加
に
転
じ
、
13
年
は
７

万
４
０
０
０
ト
ン
。
日
本
酒
造
組
合

中
央
会
に
よ
る
と
、
日
本
酒
の
販
売

量
は
低
迷
し
て
い
る
が
、
純
米
吟
醸

酒
な
ど
の
高
級
酒
は
増
加
傾
向
に
あ

り
、
原
材
料
の
一
部
の
銘
柄
の
酒
米

が
不
足
す
る
事
態
が
起
き
て
い
る
と

い
う
。

 
 

実
際
、
全
国
か
ら
引
き
合
い
の
あ

る
兵
庫
県
産
山
田
錦
の
需
要
量
は
11

年
以
降
、
生
産
量
を
上
回
っ
て
お
り
、

12
年
度
は
１
６
５
２
ト
ン
不
足
し
た
。

チ
ー
ム
は
山
田
錦
の
14
年
生
産
目
標

量
を
、
13
年
産
よ
り
１
割
増
の
１
万

４
４
０
０
ト
ン
と
設
定
。
チ
ー
ム
に

加
わ
る
Ｊ
Ａ
の
一
つ｢

Ｊ
Ａ
み
の
り｣

（
加
東
市
）
の
担
当
者
は
「
休
耕
地

に
い
き
な
り
作
付
け
し
た
り
、
違
う

作
物
を
作
っ
て
い
る
畑
を
田
に
変
え

た
り
す
る
の
は
農
家
に
と
っ
て
難
し

い
場
合
も
あ
る
が
、
必
要
と
さ
れ
る

量
を
作
れ
る
よ
う
協
力
し
た
い
」
と

話
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
読
売
新
聞
よ
り
）

 
 

神
戸
の
高
商
に
入
っ
て
、
学

窓
か
ら
大
阪
の
金
万
能
の
世
相

を
見
て
、
黄
金
の
奴
隷
に
な
る

な
、
社
会
は
人
間
が
中
心
で
あ

る
、
と
い
う
よ
う
な
考
え
を
持

つ
に
至
っ
た
。
私
が
『
人
間
尊

重
』
と
い
う
こ
と
を
い
う
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
恵
み
で

あ
る
。

 
 

こ
の
学
校
は
水
島
銕
也
先
生

が
初
代
の
校
長
で
あ
っ
た
。
先

生
は
東
京
高
商
（
現
在
の
一
橋

大
学
）
を
出
て
横
浜
正
金
銀
行

に
入
ら
れ
て
、
そ
の
後
、
病
を

得
ら
れ
て
教
育
界
に
入
ら
れ
た

人
で
あ
る
た
め
に
、
人
情
の
機

微
を
十
分
に
理
解
さ
れ
た
名
校

長
で
あ
っ
た
。
私
は
第
三
回
の

卒
業
生
で
あ
る
か
ら
、
水
島
先

生
に
よ
っ
て
育
て
ら
れ
た
よ
う

な
も
の
で
あ
る
。
先
生
は
若
い

教
授
や
生
徒
を
肉
親
の
よ
う
に

愛
撫
さ
れ
た
。
学
生
の
一
人
一

人
に
面
接
さ
れ
、
自
宅
に
招
い

て
は
家
庭
の
事
情
か
ら
本
人
の

性
格
、
就
職
の
希
望
な
ど
を
聴

か
れ
、
自
ら
一
人
一
人
就
職
の

世
話
を
さ
れ
た
。
就
職
後
も
自

宅
に
呼
び
寄
せ
て
、
い
ろ
い
ろ

と
配
慮
さ
れ
、
実
際
の
肉
親
と

変
わ
ら
な
い
情
愛
を
示
さ
れ
た
。

 
 

（
中
略
）
私
の
会
社
で
、
愛

に
よ
っ
て
社
員
を
育
て
る
と
か
、

人
間
尊
重
と
か
い
っ
て
い
る
の

も
、
も
と
を
た
ど
れ
ば
学
生
時

代
に
種
を
ま
か
れ
た
も
の
で
あ

る
。
（
『
我
が
六
十
年
間
』
第

２
巻
よ
り
）

 
 

そ
の
神
戸
高
商
に
、
校
長
の

水
島
銕
也
が
い
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
出
光
は
、
彼
に
よ
っ
て

そ
の
生
涯
を
決
定
す
る
よ
う
な
、

感
化
影
響
を
与
え
ら
れ
た
の
で

あ
る
。

 
 

ご
く
簡
単
に
だ
が
、
水
島
に

触
れ
て
お
く
。

 
 

水
島
は
、
大
分
県
中
津
の
人

で
、
郷
里
で
は
蘭
学
の
祖
の
一

人
で
あ
る
前
野
良
沢
と
、
福
沢

諭
吉
と
、
そ
れ
に
水
島
銕
也
の

三
人
を
挙
げ
て
、
「
中
津
が
生

ん
だ
三
巨
人
」
と
し
て
い
る
。

ち
な
み
に
福
沢
と
水
島
の
父
と

は
親
し
い
友
人
で
あ
っ
た
。

 
 

水
島
は
名
校
長
の
名
が
高
か

っ
た
。
東
京
高
商
の
出
身
で
、

40
歳
の
と
き
に
、
母
校
の
教
授

か
ら
、
創
立
さ
れ
た
ば
か
り
の

神
戸
高
商
の
校
長
に
転
じ
て
来

た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
だ
創
立

早
々
と
い
っ
て
よ
く
、
出
光
は
、

そ
の
第
３
回
の
入
学
で
あ
っ
た
。

 
 

（
中
略
）
水
島
の
感
化
が
強

烈
だ
っ
た
一
因
は
、
当
時
は
学

園
の
規
模
が
さ
の
み
大
き
く
な

く
て
、
出
光
の
学
年
に
し
て
も
、

卒
業
時
に
１
０
７
人
で
あ
っ
た
。

全
校
で
３
～
４
０
０
人
そ
こ
そ

こ
の
学
生
数
だ
か
ら
、
教
師
に

し
て
も
、
か
ゆ
い
と
こ
ろ
へ
手

が
届
く
わ
け
で
、
水
島
に
し
て

も
、
出
光
の
「
す
ぐ
目
の
前
」

に
い
た
わ
け
で
あ
る
。
呼
ぶ
ま

で
も
な
く
、
ち
ょ
っ
と
の
合
図

で
答
え
る
近
さ
で
あ
っ
た
。
今

日
の
何
千
何
万
人
と
い
っ
て
、

学
長
な
ん
て
も
の
は
遙
か
雲
の

彼
方
と
い
っ
た
マ
ン
モ
ス
学
園

と
は
同
日
の
談
で
な
か
っ
た
だ

ろ
う
。

 
 

出
光
は
、
そ
の
水
島
に
師
業

し
、
心
酔
し
、
深
い
感
化
を
受

け
た
。
『
土
魂
商
才
』
こ
そ
わ

が
進
む
べ
き
大
道
と
、
心
に
銘

じ
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
文
庫
）

｢

中
価
格
マ
ー
ケ
ッ
ト｣

狙
う
時
期
が
来
た
！

 
 

こ
れ
ま
で
飲
食
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
主
流
だ
っ
た
２
０
０
０
円
～
３
０
０
０
円

台
の
「
低
価
格
」
と
７
０
０
０
円
以
上
の
「
高
価
格
」
の
間
で
空
洞
化
し
て

い
た
「
中
価
格
」
マ
ー
ケ
ッ
ト
。
景
気
回
復
、
ベ
ア
ア
ッ
プ
、
交
際
費
非
課

税
枠
の
拡
大
な
ど
、
消
費
税
値
上
げ
の
逆
風
を
吸
収
す
る
よ
う
な
「
脱
デ
フ

レ
」
経
済
の
好
材
料
を
先
取
り
し
、
積
極
的
に
「
中
価
格
」
を
狙
っ
た
業
態

開
発
を
仕
掛
け
る
べ
き
時
期
に
来
た
よ
う
で
す
。

 
 

４
０
０
０
円
～
６
０
０
０
円
台
の

「
中
価
格
」
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
長
年

の
デ
フ
レ
経
済
の
中
で
空
洞
化
し
て

い
ま
し
た
。
「
脱
デ
フ
レ
」
の
動
き

を
日
本
経
済
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
６
割
を
占

め
る
個
人
消
費
の
主
役
で
あ
る
外
食

市
場
が
リ
ー
ド
す
る
時
代
が
き
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
「
ネ
オ
大
衆
酒
場
業

態
」
「
ワ
イ
ン
バ
ル
業
態
」
は
定
着

し
、
引
き
続
き
「
低
価
格
」
マ
ー
ケ

ッ
ト
を
主
導
し
て
い
く
で
し
ょ
う
が
、

「
ネ
オ
ビ
ス
ト
ロ
業
態
」
「
ク
ラ
フ

ト
ビ
ー
ル
業
態
」
な
ど
４
０
０
０
円

～
５
０
０
０
円
台
の
「
中
価
格
」
マ

ー
ケ
ッ
ト
は
下
か
ら
徐
々
に
膨
ら
ん

で
来
て
い
ま
し
た
。

 
 

五
反
田
に
昨
年
12
月
オ
ー
プ
ン
し

た
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
を
メ
イ
ン
と
し

た
和
ビ
ス
ト
ロ
「
ク

ラ
フ
ト
マ
ン
」
は
、

客
単
価
４
４
０
０
円

台
（
立
ち
飲
み
の
２

０
０
０
円
台
も
含
め

た
平
均
客
単
価
）
だ

が
、
連
日
に
わ
た
り

立
ち
飲
み
席
ま
で
予

約
で
満
席
で
す
。
「
ベ
ル
ギ
ー
ビ
ー

ル
と
シ
ャ
リ
ュ
キ
ト
リ
ー
の
『
ミ
ヤ

マ
ス
』
は
４
７
０
０
円
～
４
９
０
０

円
へ
と
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す｣

(

オ

ー
ナ
ー
の
千
さ
ん
）
。

 
 

恵
比
寿
に
オ
ー
プ
ン
し
た
焼
き
貝

と
日
本
酒
の
店
「
あ
こ
や｣

も｢

想
定

し
た
客
単
価
よ
り
も
高
く
使
っ
て
い

た
だ
け
る
お
客
様
が
ほ
と
ん
ど
で
驚

い
て
い
る
」
と
オ
ー
ナ
ー
の
延
田
さ

ん
は
話
し
て
い
ま
す
。

 
 

要
す
る
に
、
内
容
が
し
っ
か
り
し

た
業
態
で
あ
れ
ば
、
「
想
定
客
単
価

を
起
え
て
お
金
を
使
う
客
」
が
増
え

て
い
る
の
で
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

☆

 
 

こ
れ
ま
で
の
ハ
イ
ク
オ
リ
テ
ィ
・

カ
ジ
ュ
ア
ル
（
高
品
質
低
価
格
）
志

向
は
変
わ
ら
な
い
も
の
の
、
確
実
に

「
ハ
イ
ク
オ
リ
テ
ィ
・
カ
ジ
ュ
ア
ル

リ
ッ
チ
（
高
品
質
中
価
格
）
」
へ
マ

ー
ケ
ッ
ト
は
シ
フ
ト
し
て
い
る
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。
「
品
質
が
し
っ
か

り
し
て
い
て
魅
力
的
な
業
態
で
あ
れ

ば
、
客
は
少
し
ぐ
ら
い
高
く
て
も
行

く
」
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
そ
し

て
、
そ
れ
が
「
満
足
度
が
高
け
れ
ば
、

積
極
的
に
探
し
て
で
も
行
き
た
い
」

と
い
う
ム
ー
ド
に
い
ま
、
変
化
し
つ

つ
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

 
 

日
本
酒
（
純
米
酒
）
や
ク
ラ
フ
ト

ビ
ー
ル
な
ど
の
酒
類
の
充
実
に
加
え
、

「
熟
成
肉
」
「
甲
殻
類
（
牡
蠣
、
海

老
、
蟹
）
」
「
産
直
野
菜
」
な
ど
の

魅
力
あ
る
料
理
へ
の
再
評
価
に
よ
り
、

「
生
産
者
の
顔
が
見
え
る
ス
ト
ー
リ

ー
の
あ
る
食
材
」
「
作
り
手
の
努
力

が
偲
ば
れ
る
手
間
の
か
か
る
食
材
」

「
普
段
家
庭
で
は
食
べ
ら
れ
な
い
高

級
食
材
」
を
き
ち
ん
と
出
す
店
に
は

客
は
い
ま
流
れ
て
い
ま
す
。
「
こ
の

内
容
な
ら
５
０
０
０
円
で
も
６
０
０

０
円
で
も
払
い
た
い
」
「
赤
身
の
熟

成
肉
と
ワ
イ
ン
、
あ
ま
り
に
旨
過
ぎ

て
気
が
つ
い
た
ら
７
０
０
０
円
払
っ

た
。
で
も
満
足
、
ま
た
来
た
い
」
と

い
う
シ
ー
ン
が
あ
ち
こ
ち
で
起
き
始

め
て
い
る
の
で
す
。
店
は
「
付
加
価

値
」
を
提
供
、
客
は｢

価
値
観
消
費｣

に
目
覚
め
始
め
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

☆

 
 

と
く
に
「
熟
成
肉
ブ
ー
ム
」
は
も

は
や
、
ブ
ー
ム
な
ど
で
は
な
く
、
社

会
現
象
に
近
い
大
き
な
ム
ー
ブ
メ
ン

ト
な
っ
て
い
ま
す
。
店
内
に
は
熟
成

庫
が
あ
り
、
ぶ
ら
下
が
っ
た
塊
肉
に

「
熟
成
30
日
目
」
と
か
書
い
た
札
が

貼
っ
て
い
ま
す
。
通
常
、
ド
ラ
イ
エ

イ
ジ
ン
グ
は
40
日
～
60
日
。
六
本
木

の
「
旬
熟
成
タ
チ
キ
チ
」
な
ど
は
１

４
０
日
熟
成
の
肉
を
売
り
に
し
て
い

ま
す
。
六
本
木
の
悪
立
地
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
連
日
満
席
。
予
約
が
取
り

づ
ら
い
状
態
で
す
。
客
単
価
は
６
０

０
０
円
～
７
０
０
０
円
台
。
高
い
ワ

イ
ン
を
飲
め
ば
、
１
万
円
を
超
え
ま

す
。
そ
れ
で
も
リ
ピ
ー
タ
ー
が
増
え

て
い
る
、
と
オ
ー
ナ
ー
の
跡
部
さ
ん

は
ホ
ク
ホ
ク
顔
。

 
 

ス
テ
ィ
ル
フ
ー
ズ
の
鈴
木
社
長
が

六
本
木
ヒ
ル
ズ
け
や
き
坂
の
大
箱
を

森
ビ
ル
か
ら
有
利
な
条
件
で
勧
め
ら

れ
て
借
り
、
４
年
前
に
開
業
し
た
の

が｢

37
ス
テ
ー
キ
ハ
ウ
ス
＆
Ｂ
Ａ
Ｒ｣

で
す
。
メ
イ
ン
料
理
を
「
熟
成
肉
」

に
切
り
代
え
て
か
ら
大
ヒ
ッ
ト
。
い

ま
は
予
約
が
困
難
な
ほ
ど
賑
わ
っ
て

い
ま
す
。
夜
の
客
単
価
は
１
万
５
０

０
０
円
。
「
ほ
と
ん
ど
の
お
客
様
が

会
社
の
接
待
費
で
使
わ
れ
ま
す
」
と

鈴
木
さ
ん
。
４
年
目
に
し
て
最
高
売

上
げ
を
更
新
し
て
い
ま
す
。

 
 

こ
の
よ
う
に
、
「
熟
成
肉
」
の
よ

う
な
付
加
価
値
食
材
が
出
て
き
た
こ

と
が
、
「
中
価
格
」
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

さ
ら
に
結
果
と
し
て
「
高
価
格
」
マ

ー
ケ
ッ
ト
へ
の
リ
ー
チ
を
容
易
に
し

て
い
ま
す
。
い
わ
ば
「
想
定
４
０
０

０
円
、
結
果
７
０
０
０
円
マ
ー
ケ
ッ

ト
」
が
こ
れ
か
ら
の
狙
い
目
で
す
。

消
費
税
値
上
げ
の
悪
影
響
を
気
に
し

て
「
守
り
」
に
入
っ
て
い
る
飲
食
店

が
多
い
が
、
い
ま
こ
そ
積
極
的
に
「
攻

め
」
の
必
要
な
と
き
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。

 
 
 
 

（
フ
ー
ド
ス
タ
ジ
ア
ム
よ
り
）
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酒造りの伝統を今に伝え

る摂津富田郷。そこにあ

って、国乃長でおなじみ

の寿酒造では、最古の銘

醸地における富田酒の伝

統を守り抜き、今も変わ

ることなく手造りの技法

（２～３）
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今
月
の
新
着
ワ
イ
ン

ス
ペ
イ
ン
編
⑤

｢全国繁盛店総点検｣ ～３～

従
業
員
教
育
の
一
つ
の
ヒ
ン
ト(

46)

～あき丸ワイン漫遊録～

(

(

ワインアドバイザー

ＡＫＩＨＩＫＯ Ｍ．

特 集

（３）

お
客
が
思
わ
ず
う
な
る

口利

口利

季節も冬の終わりを迎えるようにな

りました。今回は、春も本番を迎え

るこの時期になると思い出す一本の

ワインについて書いてみたいと思い

ます。

そのワインの名前はウインダウリー

・エステイト「さくらシラーズ」で

す。産地はオーストラリア・ニュー

サウスウェールズ州。カウラ地区初

のブティック・ワイナリーで造られ

たワインです。小規模家族経営のワ

イナリーです。

このさくらラベルの歴史とは１９４

４年第二次世界大戦中、カウラの地

で捕虜になっていた日本兵１０００

人余りが大脱走を企て、２００人以上

もの死者を出した事件がありました。

そのとき現地カウラの人々は事件で

命を落としてしまった日本兵を手厚

く葬り、日本との交友関係を深める

ために、日本庭園までの５キロメー

トルの間に約２０００本の桜の木を植

え、毎年桜祭りが行われるようにな

ったのです。

オーストラリアと日本との友好の証

としてカウラの桜並木をモチーフに

したのが、この「さくらシラーズ」

です。味わいも完熟した葡萄から来

る果実味たっぷりで凝縮した味です。

読者のみなさんが本紙を読まれる頃

はちょうど桜の開く時期だと思いま

す。ぜひ一度、桜の季節に歴史を感

じながら「さくらシラーズ」を飲ん

でみられてはいかがでしょうか。

■池波正太郎著／剣客商売

  庖丁ごよみ⑤ 春

筍

⑫サクラのラベルに秘められた深い歴史！

 
 

こ
れ
ま
で
に
全
国
の
７
０
０
０
を

超
え
る
企
業
を
視
察
し
て
き
ま
し
た

が
、
不
況
を
何
度
も
乗
り
越
え
て
き

た
長
寿
企
業
に
は
共
通
点
が
あ
り
ま

す
。
ま
ず
、
従
業
員
の
幸
せ
を
第
一

に
考
え
て
い
る
こ
と
。
２
つ
目
は
、

成
長
を
急
が
な
い
こ
と
。
３
つ
目
は

経
営
の
透
明
性
を
確
保
し
て
い
る
こ

と
。
４
つ
目
が
、
地
域
社
会
に
貢
献

し
て
い
る
こ
と
で
す
。

 
 

多
く
の
経
営
者
は
「
顧
客
満
足
が

大
事
だ
」
と
言
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
顧
客
満
足
を
実
現
す
る
の
は
、

現
場
の
従
業
員
で
す
。
従
業
員
が
幸

せ
に
働
い
て
こ
そ
、
お
客
の
満
足
が

実
現
す
る
の
で
す
。

 
 

従
業
員
の
幸
せ
を
実
現
す
る
に
は
、

ま
ず
給
与
や
休
日
の
取
得
な
ど
で
、

従
業
員
が
安
心
し
て
働
け
る
条
件
を

保
証
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
サ
ー

ビ
ス
残
業
ば
か
り
で
、
休
み
も
ロ
ク

に
も
ら
え
な
い
従
業
員
は
、
疲
弊
し

て
い
て
、
自
然
な
笑
顔
で
接
客
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
一
方
、
働
く

環
境
が
整
っ
て
い
る
従
業
員
は
、
お

客
の
喜
び
や
幸
せ
を
考
え
て
行
動
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

 
 

老
舗
旅
館
の
「
加
賀
屋
」
（
石
川

県
七
尾
市
）
は
、
従
業
員
を
大
切
に

す
る
こ
と
で
成
功
し
て
い
る
企
業
の

一
つ
で
す
。
「
加
賀
屋
」
で
は
、
客

室
係
を
す
べ
て
正
社
員
と
し
て
採
用

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
子
供
が
い

る
社
員
が
安
心
し
て
働
け
る
よ
う
に

い
ち
早
く
、
自
社
に
保
育
園
を
設
け

ま
し
た
。
２
０
０
７
年
に
能
登
半
島

地
震
が
発
生
し
た
と
き
は
、
１
ヵ
月

間
休
業
し
た
も
の
の
、
１
人
の
社
員

も
解
雇
す
る
こ
と
な
く
、
彼
ら
の
生

活
を
守
り
ま
し
た
。

 
 

「
加
賀
屋
」
は
従
業
員
が
安
心
し

て
働
け
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
、

高
い
レ
ベ
ル
の
接
客
を
実
現
し
、
多

く
の
お
客
か
ら
支
持
さ
れ
て
い
る
の

で
す
。

低
価
格
競
争
を
避
け
て

従
業
員
の
負
担
を
減
ら
す

 
 

従
業
員
を
大
切
に
す
る
た
め
に
、

価
格
競
争
を
避
け
る
発
想
も
重
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
低

価
格
を
実
現
す
る
に
は
、
人
件
費
を

削
る
必
要
が
出
て
き
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
従
業
員
を
減
ら
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
結
果
、
今
い

る
従
業
員
の
負
担
が
増
え
ま
す
。

 
 

こ
れ
で
は
、
お
客
を
満
足
さ
せ
る

質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
は
難
し

く
な
り
ま
す
。
低
価
格
に
よ
っ
て
支

持
を
短
期
的
に
得
た
と
し
て
も
、
料

理
や
接
客
の
質
が
落
ち
れ
ば
、
お
客

は
離
れ
ま
す
。
多
く
の
長
寿
企
業
は
、

熟
練
し
た
従
業
員
の
高
い
ス
キ
ル
で

お
客
を
感
動
さ
せ
て
、
そ
の
対
価
を

得
る
こ
と
で
生
き
残
っ
て
き
た
の
で

す
。

 
 

２
つ
目
の
成
長
を
急
が
な
い
こ
と

に
つ
い
て
は
、
景
気
が
上
向
い
て
い

る
か
ら
と
い
っ
て
、
急
速
に
店
舗
数

を
拡
大
す
れ
ば
、
借
入
金
が
増
え
、

大
き
な
リ
ス
ク
を
背
負
う
こ
と
に
注

意
す
べ
き
で
す
。
一
歩
間
違
え
ば
、

経
営
が
悪
化
し
、
従
業
員
の
生
活
を

脅
か
し
か
ね
ま
せ
ん
。

 
 

高
い
売
り
上
げ
や
利
益
の
目
標
を

設
定
し
、
無
理
に
成
長
を
急
ぐ
の
は

経
営
の
あ
る
べ
き
姿
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
数
字
は
、
あ
く
ま
で
も
従
業
員

の
成
長
に
合
わ
せ
て
つ
い
て
く
る
も

の
で
す
。
会
社
を
長
く
続
け
る
に
は
、

身
の
丈
に
合
っ
た
速
度
で
成
長
す
る

べ
き
で
す
。

 
 

そ
し
て
、
経
営
の
透
明
性
を
確
保

す
る
た
め
に
は
、
売
り
上
げ
や
利
益

な
ど
の
計
画
と
実
績
を
従
業
員
に
公

開
す
る
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
、
数
字

を
報
告
す
る
だ
け
で
な
く
、
利
益
の

配
分
方
法
を
従
業
員
に
事
前
に
伝
え

て
お
き
ま
す
。
例
え
ば
、
利
益
の
３

割
は
従
業
員
の
ボ
ー
ナ
ス
に
、
残
り

は
自
己
資
本
に
充
て
る
と
い
っ
た
約

束
を
す
る
の
で
す
。

 
 

こ
れ
に
よ
っ
て
従
業
員
一
人
ひ
と

り
が
経
営
に
参
画
し
て
い
る
意
識
を

持
つ
よ
う
に
な
り
、
会
社
の
た
め
に

ま
す
ま
す
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち

に
な
る
の
で
す
。

 
 

飲
食
店
で
は
経
営
計
画
を
作
成
す

る
際
に
、
店
の
従
業
員
を
参
加
さ
せ

る
こ
と
も
一
つ
の
方
法
で
す
。
集
客

の
た
め
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
新
メ
ニ

ュ
ー
の
開
発
に
つ
い
て
意
見
を
聞
き
、

計
画
に
反
映
さ
せ
て
利
益
を
配
分
す

る
。
こ
れ
で
、
働
く
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
高
ま
り
ま
す
。

 
 

食
材
の
調
達
や
雇
用
で

 
 

地
元
に
貢
献
す
る

 
 

最
後
は
地
域
社
会
へ
の
貢
献
で
す
。

多
く
の
中
小
企
業
に
と
っ
て
、
地
元

の
人
に
愛
さ
れ
な
い
企
業
は
長
く
生

き
残
る
こ
と
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。

長
寿
企
業
の
多
く
は
、
地
域
へ
の
貢

献
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
そ
の
地
域

に
欠
か
せ
な
い
存
在
に
な
っ
て
い
ま

す
。

 
 

飲
食
店
が
す
ぐ
に
取
り
組
め
る
地

域
貢
献
の
例
は
、
地
元
の
食
材
を
積

極
的
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
す
。
地

元
の
生
産
者
か
ら
食
材
を
仕
入
れ
る

こ
と
で
、
飲
食
店
と
生
産
者
が
一
緒

に
成
長
で
き
る
ウ
イ
ン
ウ
イ
ン
の
関

係
を
構
築
で
き
ま
す
。

 
 

１
９
７
５
年
に
創
業
し
、
茨
城
県

を
中
心
に
「
家
族
レ
ス
ト
ラ
ン
坂
東

太
郎
」
な
ど
を
運
営
す
る
坂
東
太
郎

（
茨
城
県
古
河
市
）
は
、
食
材
の
調

達
を
通
し
て
、
地
域
と
深
い
関
係
を

築
い
て
い
ま
す
。
多
数
の
地
元
農
家

と
契
約
し
、
自
社
で
使
う
特
別
な
米

を
生
産
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
豚
肉
は
飼
料
や
飼
育
法
に
こ
だ
わ

っ
て
育
て
ら
れ
た
黒
豚
を
地
元
の
生

産
者
か
ら
仕
入
れ
、
「
つ
く
ば
王
様

豚
」
の
ブ
ラ
ン
ド
で
価
値
を
訴
求
し

て
い
ま
す
。

 
 

長
寿
企
業
は
、
こ
れ
ま
で
挙
げ
た

よ
う
な
特
色
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
を
意
識
し
て
経
営
す
る
こ
と
は
、

景
気
の
動
向
に
よ
ら
ず
業
績
を
維
持

で
き
る
企
業
に
一
歩
近
づ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
は
飲
食
店
の
経
営

で
も
共
通
で
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
日
経
レ
ス
ト
ラ
ン
）

さ
か
も
と
・
こ
う
じ

１
９
４
７
年
静
岡
県
生
ま

れ
。
静
岡
文
化
芸
術
大
学

教
授
な
ど
を
経
て
、
２
０

０
８
年
よ
り
法
政
大
学
大

学
院
政
策
創
造
研
究
科
教

授
。
「
日
本
で
い
ち
ば
ん

大
切
に
し
た
い
会
社｣

(

あ

さ
出
版
）
、
「
な
ぜ
こ
の

会
社
は
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
高
い
の
か
」
（
商
業
界
）

な
ど
著
書
多
数
。

◇
坂
本
光
司

｢

日
本
で
い
ち
ば
ん
大
切
に
し
た
い
会
社｣

の
著
者
に
聞
く

逆
風
に
強
い
長
寿
企
業
に
な
る
に
は

ま
ず
従
業
員
満
足
の
向
上
を
目
指
せ

法
政
大
学
大
学
院
教
授

筍
の
茹
で
方

 
 

先
っ
ぽ
と
根
を
は
す
に
切
っ
た
筍

を
、
糖
と
水
の
た
っ
ぷ
り
入
っ
た
鍋

に
入
れ
、
弱
火
で
竹
串
が
通
る
位
ま

で
茹
で
る
。
糖
の
臭
み
を
取
る
た
め

真
水
に
半
日
程
漬
け
、
根
の
硬
い
と

こ
ろ
を
ぐ
る
む
き
に
取
る
。

筍
御
飯

●
材
料
／
筍
、
米
、
昆
布
、
醤
油
、

 
 

酒
、
塩

 
 

筍
を
薄
く
短
冊
に
切
り
、
水
と
昆

布
、
酒
、
醤
油
、
塩
（
吸
い
物
よ
り

や
や
濃
い
口
）
を
加
え
た
出
汁
に
１

時
間
位
浸
す
。
米
３
合
に
対
し
て
出

汁
は
炊
き
上
が
り
の
蒸
発
分
を
含
め

３
・
５
合
位
と
し
、
筍
と
一
緒
に
炊

く
。

 
 

京
都
の
南
部
、
乙
訓
は
、
見
事
な

竹
藪
で
有
名
だ
。
そ
の
乙
訓
の
長
岡

天
神
の
池
畔
に
「
錦
水
亭
」
と
い
う

筍
料
理
専
門
の
料
理
屋
が
あ
っ
て
、

む
か
し
は
、
食
べ
さ
せ
る
だ
け
で
な

く
、
泊
め
て
も
く
れ
た
。

 
 

池
の
ほ
と
り
に
、
大
小
の
離
れ
屋

が
た
ち
な
ら
び
、
こ
こ
に
泊
る
と
、

別
世
界
へ
来
た
お
も
い
が
し
た
。
掘

り
た
て
の
筍
を
、
吸
い
物
、
炊
き
合

わ
せ
、
刺
身
、
木
ノ
芽
和
之
、
で
ん

が
く
、
天
麩
羅
、
す
べ
て
筍
料
理
だ

が
、
そ
の
旨
い
こ
と
は
、
私
の
友
人

の
言
葉
で
は
な
い
が
、

「
お
は
な
し
に
な
ら
な
い
」

 
 

の
で
あ
っ
た
。
掘
り
た
て
の
筍
が
、

こ
ん
な
に
、
や
わ
ら
か
く
て
旨
い
も

の
だ
と
知
っ
た
の
は
、
む
か
し
、
錦

水
亭
へ
泊
っ
て
か
ら
だ
。

 
 

い
ま
も
私
は
、
筍
が
大
好
き
で
あ

る
。

「
墓
詣
り
を
す
ま
せ
ま
し
た
か
ら
、

目
黒
の
不
動
様
へ
参
詣
を
い
た
し
、

裏
門
前
の
伊
勢
虎
へ
立
ち
寄
り
、
昼

餉
を
い
た
だ
き
ま
す
の
を
、
母
が
そ

の
、
大
変
に
よ
ろ
こ
ん
で
く
れ
ま
す

も
の
で
、
私
も
そ
の
母
が
よ
ろ
こ
ぶ

顔
を
見
た
さ
に
墓
詣
り
が
欠
か
せ
な

く
な
り
ま
し
た
」

「
お
お
、
う
ら
や
ま
し
い
は
な
し
じ

ゃ
。
結
構
、
結
構
」

 
 

し
き
り
に
う
な
ず
く
小
兵
衛
の
両

眼
が
、
わ
ず
か
に
潤
み
か
か
っ
て
い

る
で
は
な
い
か
。
（
中
略
）

 
 

目
黒
不
動
裏
門
前
の
料
理
屋
「
伊

勢
虎
」
に
は
、
小
兵
衛
も
何
度
か
客

と
な
っ
て
い
た
し
、
お
は
る
も
知
っ

て
い
る
。

 
 

竹
林
に
包
ま
れ
た
奥
座
敷
へ
入
り
、

春
は
目
黒
名
物
の
筍
、
夏
は
鮎
や
鯉

な
ど
で
、
ゆ
っ
く
り
と
酒
食
を
す
る

の
は
、
な
か
な
か
よ
い
も
の
だ
し
、

宗
兵
衛
の
母
が
よ
ろ
こ
ぶ
の
も
当
然

で
あ
ろ
う
。

（
『
勝
負
』
中｢

小
判
二
十
両｣

よ
り
）

た
け
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